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This study aims to examine the effects and issues that pre-admission education has on learning. 
The coursework progress level and survey results revealed that students who were strongly 
motivated showed a positive coursework completion level, as indicated by statements such as 
“I became interested in the classes at university” and “I became interested in my future (career), 
such as employment”. Furthermore, the existence of a student tutor was suggested to potentially 
impact how the students engaged in the coursework. 
 



































Assessment & Communication System）を用いて，参
加者同士が日々の学習状況を報告し合い，情報交
― 1―
















前教育の参加者は 84 名（男性 50 名，女性 34 名）
であった。対象学部と対象人数は，教育学部 26 名，
経済学部 11 名，工学部 42 名，水産学部 5 名であ
る。そのうち，工学部の 1 名はスクーリングに参
加しなかったため，調査対象から省き，83 名（男
性 49 名，女性 34 名）を調査対象とした。 
 
2.2 調査期間・入学前教育の内容 
 調査期間は，2017（平成 29）年 12 月 24 日（日）







































































2017（平成 29）年 12 月 24 日（日）のスクーリン
グ終了時から 2018（平成 30）年 3 月 31 日（土）
までの学習率とコメント数を使用した。
表 2 に示した 4 項目について，項目 1)～2)は，
2017 年 12 月末に行われたスクーリングの終了時
に一斉に質問紙を配布し，回答を求めた。項目 3)

















係数を算出した。結果は表 3 に示すとおりである。 
表 3 から，大学での授業に興味を持っているほ
ど，英単語課題（r = .31, p < .01）および英文法課
題（r = .33, p < .01）を行い，LACS へのコメント
が多かった（r = .30, p < .01）。また，就職などの自
分の将来（キャリア）に興味がわいたと答えるほ
ど，英単語課題（r = .28, p < .05）および英文法課
題（r = .27, p < .05）を行っていた。さらに，LACS
へのチューターのコメント数が多いほど，できる
ことならスクーリングでの講義をもう一度受けた
い（r = .35, p < .01），来年度入学してくる AO 入試
合格者にも薦めたいと考えていることが示された





ため，対応のない t 検定を行った。結果は表 4 に
示すとおりである。
2 3 4 5 6 7 8 M SD
1 英単語課題　学習率 .51 ** .13 -.07 .31 ** .28 * -.04 .16 11.9 17.64
2 英文法課題　学習率 － .18 -.12 .33 ** .27 ** -.06 -.01 30.3 37.31
3 LACSへのコメント数 － .23 * .30 ** .16 .17 .11 24.9 26.18
4 LACSへのチューターコメン
ト数
－ .01 -.07 .35 ** .23 * 6.2 12.61
5 大学での授業に興味がわいた － .61 ** .15 .29 ** 6.1 1.13
6 就職など自分の将来(キャリ
ア)に興味がわいた
－ .15 .27 * 5.8 1.10
7 できることならスクーリング
での講義をもう一度受けたい






1 12月末 スクーリング終了後 大学での授業に興味がわいた
2 12月末 スクーリング終了後 就職など自分の将来(キャリア)に興味がわいた
3 3月末 入学前教育終了後 出来ることならスクーリングでの講義をもう一度受けたい





































































M SD M SD
英単語課題　学習率 16.05 22.38 7.57 9.72 2.25 .028 0.49 A＞B
英文法課題　学習率 42.41 39.59 17.83 31.14 3.15 .002 0.69 A＞B
LACSへのコメント数 29.05 28.54 20.71 23.47 1.46 .149 0.32
LACSへのチューターコメント数 0.52 0.89 11.98 16.17 -4.53 .000 1.01 A＜B
大学での授業に興味がわいた 6.07 1.42 6.15 0.76 -0.30 .765 0.07
就職など自分の将来(キャリア)に興味がわい
た
5.95 1.27 5.71 0.90 1.02 .313 0.22
出来ることならスクーリングでの講義をもう
一度受けたい
4.81 1.44 5.68 1.02 -3.16 .002 0.69 A＜B
来年度入学してくるAO入試合格者にも薦めた
い
5.92 1.19 6.50 0.78 -2.52 .014 0.57 A＜B
表4　各項目の平均値の差の検定結果
要約課題 数学課題
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